
富
山
市
「
ボ
ル
フ
ォ
ー
ト
と
や
ま
」

で
「
北
陸
新
幹
線
と
並
行
在
来
線
問
題

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
13
時
30

分
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
暴
風
雪
の
天
気
予
報
が
出

さ
れ
る
悪
天
候
の
中
、
新
潟
・
長
野
・

富
山
・
石
川
な
ど
全
体
で
１
６
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
日
本
大
学
商
学
部
教
授

の
桜
井
先
生
の
基
調
講
演
・
そ
の
後
、

並
行
在
来
線
の
役
割
と
課
題
、
に
つ
い

て
富
山
・
新
潟
・
長
野
県
の
住
民
組
織

や
研
究
者
で
の
討
論
・
報
告
、
会
場
参

加
者
か
ら
の
発
言
・
報
告
な
ど
行
わ
れ

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
各
県
の
代
表
の
方
々
の

発
言
を
簡
単
に
ま
と
め
て
記
載
し
ま
し

た
。

●
並
行
在
来
線
の
分
離
に
反
対
。
県
議

会
で
も
発
言
し
て
い
る
。
三
セ
ク
は
基

本
的
に
は
反
対
だ
が
、
や
る
な
ら
要
求

し
て
い
く
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
５
回

提
言
し
て
い
る
。

上
下
分
離
経
営
、
運
行
・
運
賃
の
問

題
に
つ
い
て
～
車
両
を
５
２
１
系
・
運

行
は
15
分
間
隔
＝
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
か
ら
15
分
く
ら
い
な
ら
待
て
る
・
80

％
を
超
え
る
回
答
。
基
本
ダ
イ
ヤ
パ
タ
ー

ン
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
。
現
状
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
場

合
が
あ
る
。

基
本
ダ
イ
ヤ
は
富
山
止
ま
り
に
な
る
。

富
山
以
西
は
難
し
い
、
利
用
状
況
か
ら

泊
止
ま
り
に
な
る
。
列
車
運
行
は
泊
止

ま
り
に
な
る
。

運
行
～
ど
う
し
て
こ
う
い
う
ダ
イ
ヤ

な
の
か
不
満
が
あ
る
。

運
賃
～
学
生
運
賃
・
福
祉
運
賃
を
提

言
・
値
上
が
り
に
な
る
と
、
運
賃
は
今

の
１
・
15
倍
で
定
期
は
１
・
19
倍
に
な

る
。サ

ー
ビ
ス
が
低
下
し
運
賃
は
上
が
る
。

県
境
を
つ
な
ぎ
上
下
分
離
方
式
の
導
入

を
。
県
は
県
境
を
分
離
し
県
一
体
化
。

利
用
者
の
視
点
か
ら
み
て
、
か
け
て
い

る
。
県
は
上
下
一
体
で
県
境
で
切
る
。

上
下
分
離
～
財
政
面
で
は
不
可
能
で
は

な
い
。

（
富
山
県
）

●
上
下
分
離
・
県
境
一
体
化
へ
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
４
年
前
、
青
森
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
、
出
席
し
た
。

現
状
の
報
告
と
青
森
・
岩
手
と
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

並
行
在
来
線
の
収
益
を
増
や
す
こ
と

を
議
論
し
た
。
信
越
線
で
は
貨
物
列
車

が
走
っ
て
い
な
い
。
貨
物
列
車
の
運
行

な
ど
含
め
総
合
的
に
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

信
濃
鉄
道
は
赤
字
が
続
き
厳
し
い
状

況
だ
。
人
口
の
減
少
、
新
幹
線
の
開
業

な
ど
で
乗
客
が
減
っ
て
い
く
。
赤
字
に

対
し
て
国
に
要
請
し
た
。
交
通
基
本
法

の
制
定
を
求
め
て
い
く
。
赤
字
対
策
に

は
貨
物
列
車
運
行
に
よ
る
収
益
増
を
考

え
て
い
か
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
。

（
長
野
県
）

●
新
潟
～
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
。
現
状
で
は
、
開
業
準
備
会
が
中
心

に
な
っ
て
議
論
を
進
め
て
い
る
。
住
民

に
対
し
て
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。
各

連
絡
会
が
主
な
議
題
に
つ
い
て
議
論
し

訴
え
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に

つ
い
て
県
へ
訴
え
た
。

１
月
末
～
会
社
は
経
営
基
本
計
画
を

発
表
し
た
。
具
体
的
な
も
の
が
発
表
さ

れ
て
い
な
い
。

会
社
の
方
向
性
が
出
さ
れ
て
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
３
割
回
収
し

た
。
特
徴
的
な
回
答
～
信
越
線
・
長
野

ま
で
運
行
し
て
欲
し
い
と
回
答
＝
１
０

０
０
名
中
８
３
５
名
が
回
答
し
て
い
る
。

相
互
乗
り
入
れ
を
県
に
要
請
し
た
。

富
山
・
長
野
・
新
潟
は
県
単
位
で
会
社

を
発
足
す
る
。
県
境
・
相
互
乗
り
入
れ

し
な
い
と
運
賃
・
初
乗
り
が
高
く
な
る
。

並
行
在
来
線
に
つ
い
て
県
は
理
解
し
て

い
な
い
。
上
越
新
幹
線
開
業
で
上
越
線

は
並
行
在
来
線
と
は
認
識
し
て
い
な
い

が
信
越
線
は
並
行
在
来
線
と
し
て
い
る
。

（
新
潟
県
）
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新幹線・並行在来線の
問題について

①北陸線の重要性・貨物輸送についても重

要だ。

②ＪＲに対して責任を追及していく。

③長野県では信濃鉄道の報告から～路線が

切れたこと、それを拡大させない取り組み

を進める。４県の情報交換が重要だ。

④交通サービス・基本～安全を確保し目的

地へ人・物を運ぶ、届ける。そして快適性

を追求する。列車は早ければ良いのではな

く列車からの風景を見て楽しむこと。

国・ＪＲは初期投資はやるがその後、財

政面についてどうなのか見届けなければな

らない。全国の鉄道網を、どう維持してい

くのか全体で議論していきたい。



●
JR
貨
物
は
分
割
・
民
営
化
時
に
第
２
種

鉄
道
会
社
と
し
て
発
足
し
レ
ー
ル
を
借
り

て
い
る
。
全
国
の
貨
物
輸
送
で
JR
貨
物
は

３
～
４
％
と
低
い
。
ア
メ
リ
カ
は
35
％
で

ド
イ
ツ
で
は
20
％
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
鉄
道
の
占
め

る
割
合
が
低
い
。

地
球
環
境
問
題
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
よ

り
鉄
道
貨
物
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
す
る

こ
と
。
ト
ラ
ッ
ク
は
海
運
・
鉄
道
に
荷
物

を
移
す
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

●
並
行
在
来
線
～
JR
貨
物
が
運
行
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
北
陸
線
の
輸
送
量
を
確
保
・

現
在
、
北
陸
線
の
輸
送
量
は
２
５
３
万
ト

ン
で
全
体
の
８
％
に
な
っ
て
い
る
。

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
か
ら
JR
貨
物
の
輸
送

を
拡
大
し
て
い
く
。
問
題
は
レ
ー
ル
使
用

料
で
JR
貨
物
全
体
の
支
出
の
11
％
に
な
っ

て
い
る
。

●
JR
貨
物
は
青
森
三
セ
ク
へ
、
レ
ー
ル
使

用
料
を
調
整
金
と
し
て
払
っ
て
い
る
。
三

セ
ク
の
運
営
上
、
収
益
を
上
げ
る
に
は
調

整
金
だ
け
で
は
難
し
い
。
貨
物
会
社
か
ら

レ
ー
ル
使
用
料
を
含
め
て
考
え
て
い
く
。

貨
物
の
レ
ー
ル
使
用
料
で
収
益
を
増
や

す
。
国
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
会
社
に
対
し
て

も
ト
ラ
ッ
ク
使
用
料
を
取
る
こ
と
・
JR
貨

物
に
対
し
て
の
優
遇
措
置
す
る
こ
と
。

●
ダ
イ
ヤ
改
正
～
並
行
在
来
線
に
貨
物
列

車
を
走
ら
せ
る
。
四
つ
の
会
社
が
連
携
を

と
っ
て
運
行
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
統

一
し
た
経
営
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ダ
イ
ヤ
の
調
整
会
議
が
必
要
だ
、
県
別
に

バ
ラ
バ
ラ
に
経
営
を
や
る
べ
き
で
は
な
い
。

●
県
境
を
越
え
る
運
行
・
運
賃
の
抑
制
・

貨
物
列
車
の
運
行
、
レ
ー
ル
使
用
料
な
ど

～
新
幹
線
交
通
は
大
都
市
間
と
の
交
通
を

守
る
旅
客
運
行
。
ロ
ー
カ
ル
線
は
、
地
域

の
公
共
交
通
の
確
保
。

貨
物
輸
送
・
物
流
の
問
題
～
鉄
道
の
重

要
性
を
訴
え
る
。
（
日
本
海
縦
貫
）
新
幹

線
は
関
東
と
結
ぶ
・
北
陸
線
は
生
活
路
線

に
な
る
。
貨
物
列
車
が
な
く
な
る
こ
と
・

寝
台
列
車
の
運
行
・
三
セ
ク
の
運
用
車
両

が
気
動
車
へ
の
運
行
な
ど
考
え
て
い
る
こ

と
。

●
北
陸
線
の
運
行
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て

気
動
車
な
の
か
。
～
交
直
セ
ク
シ
ョ
ン
が

あ
る
か
ら
・
電
車
は
投
資
が
大
き
い
・
赤

字
の
原
因
に
な
る
。
会
社
は
気
動
車
の
企

画
列
車
を
考
え
て
い
る
。

国
は
新
潟
県
に
８
３
０
億
円
の
補
助
を

す
る
。
北
陸
線
の
重
要
性
を
わ
か
っ
て
い

な
い
。
新
潟
県
は
貨
物
線
路
確
保
・
震
災

時
、
災
害
時
な
ど
貨
物
列
車
を
走
ら
せ
る

た
め
基
盤
整
備
を
す
る
（
信
越
線
）
。
具

体
的
に
進
め
て
い
な
い
・
貨
物
は
考
え
て

い
な
い
。
架
線
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

こ
と
で
貨
物
調
整
金
が
出
る
。

JR
貨
物
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
く
。

●
並
行
在
来
線
問
題
～
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
意
義
が
あ
る
。
今
ま
で
、
各
県
の

問
題
点
が
具
体
的
に
出
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
に
な
る
。
運
行

に
対
し
て
の
問
題
点
を
出
し
て
い
く
。

そ
の
中
で
貨
物
輸
送
・
企
画
列
車
を
考

え
て
い
く
。
新
幹
線
が
開
業
す
る
と
並
行

在
来
線
へ
の
利
用
が
少
な
い
。
利
便
性
を

高
め
て
い
く
、
一
目
で
増
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
運
行
を
訴
え
て
い
く
。

●
北
陸
線
の
貨
物
輸
送
は
重
要
だ
。
北
海

道
へ
の
日
本
海
縦
貫
輸
送
。
会
社
は
経
営

計
画
に
貨
物
輸
送
の
位
置
づ
け
が
無
か
っ

た
。JR

貨
物
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
。
収
益

に
つ
い
て
重
要
だ
と
考
え
る
。
旅
客
列
車

を
増
や
す
と
貨
物
列
車
が
減
り
調
整
金
が

減
る
。
荷
主
・
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

不
安
だ
と
回
答
が
多
い
。

三
せ
く
も
新
幹
線
と
同
様
に
上
下
分
離

方
式
に
し
て
い
く
。
上
下
分
離
に
よ
っ
て

黒
字
経
営
に
な
る
。
JR
は
並
行
在
来
線
を

住
民
に
押
し
付
け
黒
字
経
営
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
JR
は
三
セ
ク
に
出
資
し
負
担

し
て
い
く
こ
と
。

国
外
の
先
進
国
は
、
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油

に
税
金
が
多
く
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
金

を
公
共
交
通
機
関
へ
使
用
さ
れ
て
い
る
。

編
集
後
記

今
回
は
、
並
行
在
来
線
問
題
シ
ン
ポ
の

特
集
に
な
り
ま
し
た
。
各
県
の
具
体
的
な

問
題
や
現
状
が
少
し
で
も
わ
か
っ
て
い
た

だ
い
た
で
し
ょ
う
か
。
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並行在来線問題シンポジウムに参加するため

新潟から特急「北越」に乗って富山へ向かった。

久しぶりの在来線特急の旅だった。富山駅到着

が13時15分頃なので13時30開会には間に合う。

しかし長岡を過ぎてから風が強くなり、柏崎

から減速運転となった。車掌の放送で、柿崎ま

で強風のため減速運転との連絡だった。昨日は

１０℃を越える素晴らしい天気だったが、今日

は一変して冬型の気圧配置になり暴風雪と変わっ

ていった。富山に１時間の遅れで到着。帰りも

天候が回復せず１時間の遅れ。合計２時間の遅

れだった。往復８時間で、現地滞在時間２時間

だった。しかし、シンポジウムはその疲れを感

じさせない素晴らしい内容だった。


